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1999年刊 『サバの本』のsynaxarion

　　構成一覧

岩　井　憲　幸

はじめに

　古代教会スラヴ語（Old　Church　Slavonic，　OCSと略称）を研究するスラ

ヴィストは，この言語のカノン・テクストのひとつである『サバの本』（CaB－

BHHa　KHMra，　Savと略称）を研究する際，これ迄Hlen皿Hの校訂本（1）に依拠

してきた。しかるに最近，ブルガリアのJIOipaMamKHeBaが中心となり，ブ

ルガリア科学アカデミーとロシア科学アカデミーが協力して次の書が刊行さ

れた。画期的な出版である。

0．A．　KH肥eBcKa牙，　JI．　A．　Kopo6eHKo，　E　rL双orpaMa八》KHeBa，　CaBBHHa　KHHra，

APeBHec∬aB朋cKEtsl　pyKoHIIcb　XI，　X卜XII　H　KoHHa　XIII　BeKa，　qacTb　nepBa」1，

M．，1999．

この刊行本の底本はロシア国立文書館（PFA八A）所蔵のフォンド381に含

まれるコーデクスNg　14である。このコーデクスは以下で述べるように制作

年代が錯綜しており，上記IIIenKHH校訂本はこのうちの元の第25葉以下第

164葉迄すなわちOCSのカノンとみなされる部分のみを翻刻したものであ

る。
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　しかしながらコーデクスNg　14は，総体としてはひとつのアプラコス（2）で

ある。そこで本稿では，コーデクスNgl4のsynaxarion部分につき，その

構成の一覧を試みる。

　1．1999年刊本の特徴は，テクスト全巻のモノクローム写真を掲載し，

毎半葉ごとに翻刻と校訂注を付すことである。（rUenKvaH校訂本リプリント

版には巻末に4葉の写真が掲載されるのみ）。この写真と翻字と校訂注によ

り，テクスト研究がその確実性を増した。ただし章飾りや3araJIOBKa（Zと

略称）と呼ばれる，読諦文（ペリコペー）に冠せられる曜日の指定・ペリコ

ペーの指示（福音書の別とAmmoniosの章番号（Am　Noと略称）とで示

す）を含む一文は，多くの場合，彩色の故か失われており，本書では往時か

ろうじて判読できたIIIeHiCiiH校訂本を主にKaPCKMti等に依拠して，印刷さ

れている。

　さらにもうひとつ重大な特徴は，コーデクス全体の折丁を精査したことで

あり，これによって従来の葉のNoを徹底して正したことにある。（IIIenKMH

校訂本序文でも一部の乱丁の指摘があるし，1989年刊CBo」IHblti　KaTaJlor（3）で

も詳述されているが）。そして25a以下，正しいNoを上欄に第一に掲げ，

もし誤っている場合はその左脇に離してIIIenKHH校訂本でのNoを添えて掲

げるという方式をとっているのである。これは適切な処置といえよう。以上

によって，Sav研究にとってもロシア語史にとっても，本書は必須の書と

なった。

　なお本書は〈qaCTb　nePBafl＞と銘うっているから，その続きがある筈だが，

残念ながらいまだ刊行されていない。そこではさらなる研究の展開が示され

ると期待されるが，それはさておき，我々自身の研究を進めるたあにあえて，

本書によりsynaxarionの構成をうかがっておこうと考える。

2．コーデクスNg　14の大きさは17．3×14　cmとある。上述の如く，制作
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年代が錯綜しており，さらに脱落も多い。今，本書の〈古文書学的記述〉の

〈結論〉に従って，制作年代につき要点を示せば次のようである。（数字は

本書1999年刊本での葉の番号）。

　　1）　写本第1部分：1－24（13c末一14　c初，古代ロシアで制作）

　　2）同第2部分：25－153（OCSカノンとしてのSav．最古部分で，11

　　　c，古代ブルガリアで制作）

　　3）　同　第3部分：154－165（11c末一12c初，古代ロシアで制作）

　　4）　第4部分：166（11　c，古代ブルガリアで制作）

コーデクス中，古代ブルガリア制作の第2部分が主要であることは言を侯た

ないが，これを補うように古代ロシア制作の他部分が添えられた観がある。

いつ，どこでこのように1冊にまとめられたかが，疑問として残るところで

あるが，明確な答は出ていない。

　3．本稿のテーマに戻る。1999年刊本を底本として，コーデクスNg　14を

ひとつのアプラコスとして扱い，そのsynaxarion部分の構成を具体的に表

示したい。その上で特徴点をあげてみる。なおsynaxarionそのものについ

ては他書に譲る④。

　4．次がその一覧である。第1欄は通し番号，第2欄は教会暦（5）。第3欄

は底本ペリコペーでのAmNoで，ここでは底本に示されているままをアラ

ビア数字に読みかえて記載し，もし誤っている場合は＊を付す（6）。又，？は

不読を示す。第4欄はincipitの型を示す（下記のa）を見よ）。第5欄は底

本でのペリコペーの在否を示す。すなわち，0は完備を，×は存在せずを，

△は一部存在することを各々示す。第7欄は底本での出現箇所を示す。

皿eHKHH校訂本の旧葉は（）と＊を付して並記した。　aはrecto，6は

versoである。第8欄は備考欄で，＊付きの数字はこの一覧表の後に添えた
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備考・注記番号に対応する。

1）　四福音書略号

　　Mt：マタイ伝

　　Mc：マルコ伝

　　　L：ルカ伝

　　　J：ヨハネ伝

2）Incの型（＊後の説明上，一覧表中に現れないものも列挙した。）（7）

　φ　：lncなし。

　1　：B［b　ONO　BP’BMA
　　　　　　　　官
　1ノ　：BT）ONO

　　　　　　　F
　I”　：BT）O

　Ia：B［E）　BP’1）MAONO

　ll　：PCqC　rL　CBOHMも　OyqCNHKOM5

　Ha：PCqC　rb　Kb　OYqCNMKOMb　CBOHMb

　Hb：PCqC　rL　OYqCNHKOMI，　CBOHM5

　11c：PCqC　Pb　Kb　CBOHMb　OYqCNHKOMT，

　皿　：PCqC　rB　KL　HPH皿bn5111HHMb　Kb　NrCMOY　MrOnCOM5

　Ma：PCqC　rB　KL　HPH皿bllb皿HMM5　NICMOy　HIOZaCOMb

　IV　：PCqC　rB　Kb　BLPOBABb皿MMMb　Kb　NICMOY　MIOaCOMb

　IV　a：PCqC　FL　Kb　BおPOBABbHIHHMb　BL　N　B　HK）八COM5

　V：pcqc　rl）

　VI　　：PCqC　Pb　IIPHTT）q品CMIIii

　＋α：当該型に型以外の付加文を有するもの。

　？　：型不明。

3）　写本名略号（＊依拠した刊本は参考文献Aを見よ。）

　Zog：ゾグラフォス写本（10－11c，マケドニア，テトラ）
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　Mar：マリア写本（10－11c，マケドニァ，テトラ）

　Ass：アッセマー二写本（10－11　c，マケドニア，アプラコス）

　Sav：サバの本（11c，ブルガリア，アプラコス）

　Nik：ニコリェ福音書（15c，セルビア，テトラ）

Ostr：オストロミール福音書（11c，ロシア，アプラコス）

Arch：アルハンゲリスク福音書（llc，ロシア，アプラコス）

　Mst：ムスチスラフ福音書（12c，ロシア，アプラコス）

Vat　Pal：ヴァチカン・パリンプセスト・キリル・アプラコス（10－11c？（s），

　　　　ブルガリア，アプラコス）

　Dob：ドブレイショ福音書（13c，ブルガリア，テトラ）

Vrac：ヴラツァ福音書（13　c，ブルガリア，テトラ）

　Ban：バニツァ福音書（13　c，ブルガリア，テトラ）

コーデクス施14所載synaxarion構成一覧表

通
し
番
号

教会暦 Am　No Inc
現存ペリコペーの

@聖句番号

ペリコペー

ｶ否
出現箇所

i底本葉）
備
考

∴ パスパ ② J1．1－17 ○ 16－3a

@　　　　凡

＊1

2
3
4
5
6
∴
8
9
1
0
1
1
1
2

…
　
後
第
－
週

青
火
水
木
金
土

J
＊
∫
J
J
J
J

②
1
／
1
／
1
／
1
／
1
ノ

J1．18－28

k24．12－35

i1．35－51

i3．1－15

i2．12－22

i3．22－33

○
○
○
○
○
○

3a－4a

Sa－66

Va－9a

№＝|106

P06－12a

撃Qa－136

＊2

魔R

同
　
第
　
2
　
週

日
月
火
水
木

J
J
J
J
J

O
I
！
1
皿
皿
b

　　噛i20．19－31

i2．1－11

i3．16－21

i5。17－24

i5．24－30

○
○
○
○
○

136－156

P56－166

P66－176

P76－19a

撃Xa－20a

＊4
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．
痴
略

20a－22a

22a－24a

24a－246

○
○

…
○
×
×
×
×
×
×

J5．30－47；6．1－2

J6．14－27

Mc　15．43－47；16ユ

w
ド

J
　
J

1ノ”

金
土
一
日
月
火
水
木
金
土

13

P4

同
第
3
週

15

P6

P7

P8

P9

Q0

Q1

×
×
×
×
×
×
×

日
月
火
水
木
金
土

同
第
4
週

22

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

Q8

×

×
　
×

×
　
×
　
×
　
×

日
月
火
水
木
金
土

同
第
5
週

η
唱

25a

25　a－25　6

×
　
×
　
×
　
×

×
△
○
．

一J14．11

Jl4．10－21

？
・
豆
゜

日
月
火
水
木
金
土

同
第
6
週

29

R0

R1

R2

R3

R4

R5

D
3
6
肝
3
8
3
9
4
0
4
1
姐
゜
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0
0
　
　
4
　
　
［
0
　
　
6
　
　
7
　
　
0
0
　
　
Q
4
」
4
　
　
」
4
　
　
4
　
　
」
4
　
　
」
4
　
　
」
4
　
　
」
4

同
　
第
　
7
　
週

日
月
火
水
木
金
土

・J193

EJ125

i
J
J
1
5
0
J
J
2
2
6

1／

g
H
H
H
I
’
÷
α
1
ノ

J17．1－13

i14．27－31；15．1－7

i16．2，13

i16．15，23

i16．23－33

i17．18，26

i21．14－25

○
○
○
○
○
○
○

256－266

Q66－276

Q76

Q76－28a

Q8a（＊140a）－286（＊1406）

Q86（・1406）

Q86（・1406）－30a（・28a）

＊9

魔P0

膜ﾝ1

魔P2

魔P3

魔P4

50 ペンテ

Rステ
・J80 ② J7．37－52；8．12 ○ 30a（・28a）－31a（・29a） ＊15

1
　
　
2
　
　
3
5
　
　
じ
0
　
　
只
U

後
第
1

月
土
日

＊Mt　183

EJ39

lt83
V
V
H

Mtl8．10－20

lt5．42－48

ltlO．32－33，37，

R9－40；19．27－30

○
○
○

31a（・29a）－32a（・30a）

R2a（・30a）－326（・306）

R26（・306）－33a（・31a）

＊16

魔P7

魔P8

4
　
　
「
0
只
∪
　
　
ロ
リ

同
第
2

土
日

Mt50

lt20
V
I
ノ

Mt7．1－8

lt4ユ8－23

○
○

33a（・31a）－34a（・32a）

R4a（・32a）

β
0
　
　
7
5
　
　
5

同
第
3

土
日

Mt61

魔i47 V
V

Mt　7．24－29；8．1－4

lt　6．22－34

○
○

346（・326）－35a（・33a）

R5a（・33a）－36a（・34a）

＊19

魔Q0

8
　
　
Q
U
只
U
　
　
只
U

同
第
4

土
日

Mt67

lt64

1／

Pノ

Mt　8．14－23

lt8．5－13

○
○

36a（・34a）－366（・346）

R66（・346）－376（・356）

60

U1

D一．．一．

U2

U3

同
第
5

土
日

Mt71

lt69

1／

Pノ

Mtg．9－13

lt　8．28－34；9ユ

○
○

376（・356）－38a（・36a）

R8a（・36a）－386（・366）

同
第
6

土
日

Mt74

lt70

1／

Pノ

Mtg．18－26

ltg．1－6，8

○
○

386（・366）－39a（・37a）

R9a（・37a）－396（・376） ＊21

4
　
　
5
ρ
0
　
　
ρ
0

同
第
7

土
日

Mtg6

lt75
V
I
ノ

Mt　10．37－42

ltg．27－35

○
○

396（・376）－40a（・38a）

S0a（・38a）－406（・386）

ρ
0
　
　
7
ρ
0
　
　
ρ
0

同
第
8

土
日

Mtl22

lt　146

V
I
ノ

Mt　12．30－37

lt　14ユ4－22

○
○

406（・386）－41a（・39a）

S1a（＊39a）－42a（＊40a）　，

8
　
　
Q
り
6
　
　
ρ
0

同
第
9

土
日

＊Mt223

魔lt218

1／

Pノ

Mt　15．32－39

lt　14．22－23，25－34

○
○

42a（・40a）－426（・406）

S26（・406）－43a（・41a）

＊22

魔Q3

0
　
　
1
7
　
　
　
7

同
第
1
0

土
日

＊Mt227

魔lt221

1／

Pノ

Mt　17．24－27；18．1－4

lt　17．14－23

○
○

43a（・41a）－436（・416）

S4a（・42a）－446（・426）

＊24

魔Q5



8　明治大学教養論集　通巻491号（2013・1）

72 同 土 ＊Mt242 1ノ Mt　19．3－12 ○ 446（＊426）－45a（＊43a） ＊26

73
第
1
1

日 ＊Mt244 w Mt　18．23－35 ○ 45a（＊43a）－46a（＊44a） ＊27

74 同 土 ＊Mt259 1ノ Mt20．29－34 ○ 46a（＊44a）－466（＊446） ＊28

75
第
1
2

日 ＊Mt　200 1！ Mtl9．16－26 ○ 466（＊446）－476（＊456） ＊29

76 同 土 ＊Mt　268 1ノ Mt22。15－22 ○ 476（＊456）－48a（＊46a） ＊30

第
77 13 日 ＊Mt　157 VI Mt21。33－42 ○ 48a（・46a）－486（・466） ＊31

78 同 土 × ＊32

第
79 14 日 ×

80 同 土 ？ Mt　24．10－13 △ 49a（・47a）

81
第
1
5

日 Mt 1’ Mt　2235－46 ○ 49a（・47a）－496（・476）

82 同 土 Mt H Mt　24．34－37 △ 496（・476） ＊33

第
83 16 日 × ＊34

84
新
年 土 ×

85 第
1

日 ×

86 同 土 ？ L5ユ8－26 △ 50a（＊48a）－506（＊486）

第
87 2 日 L V L631－35 △ 506（・486）

88 同 土 × ＊35

第
89 3 日 ×

90 同 土

曽

×

第
91 4 日 V L8．7－15 △ 51a（・49a）－516（・496）

92 同 土 L 1ノ
L7ユー10 ○ 516（＊496）－526（＊506）

第
93 5 日 L VI L16．19－20，22－31 ○ 526（＊506）－536（＊516）

94 同 土 L VI L8。16－21 ○ 536（＊516）－54a（＊52a）

95 第
6

日 L 1ノ L8．41－56 ○ 54a（・52a）－55a（・53a）

96 同 土 L 1ノ L9。1－6 ○ 55a（＊53a）－556（＊536）

97 第
7

日 L 1ノ L8．27－39 ○ 556（＊536）－57a（＊55a）

98 同 土 L 1ノ L9．37－43 ○ 57a（＊55a）－576（＊556）

99 第
8

日 L 1ノ L10．25－37 ○ 576（＊556）－586（＊566）



1999年刊『サバの本』のsynaxarion構成一覧　　9

100

P01

同
第
9

土
日 L
L

1／

uI

L9．57－62

kl2．16－21

○
○

586（＊566）－59a（＊57a）

T9a（＊57a）－596（＊576）

102

P03

同
第
1
0

土
日 L
L

I
I
ノ

L10．19－21

k13ユ0－17

○
○

596（＊576）－60a（＊58a）

U0a（＊58a）－606（＊586）

104

P05

同
第
1
1

土
日 L
L

V
V
I

L12．32－40

kl4．16－24

○
○

606（＊586）－616（＊596）

U16（＊596）－62a（＊60a）

．．一．一．一

106

P07

同
第
1
2

土
日 L
L

VI

hノ

L13．19－29

kl7．12－19

○
○

62a（＊60a）－63a（＊61a）

U3a（＊61a）－636（＊616）

108

P09

同
第
1
3

土
日

L176

k217

1／

Pノ

Ll4．1－11

kl8．18－27

○
○

636（＊616）－646（＊626）

U46（＊626）－656（＊636）

110

P11

同
第
1
4

土
日

＊L210

魔k224 V
V

Ll6ユ0－15

kl7．3－10

○
○

656（＊636）－66a（＊64a）

U6a（＊64a）－666（＊646）

＊36

魔R7

112

P13

同
第
1
5

土
日 L
L

VI

uI

L18．2－8

k18．10－14

○
○

666（＊646）－67a（＊65a）

U7a（＊65a）－676（＊656）

ll4

P15

同
第
1
6

土
日

L246

魔kl5？ H
I

L20．46－47；21．1－4

ltl5．21－28

○
○

676（＊656）－686（＊666）

U8a（・66a）－686（・666）

＊38

魔R9

ll6

P17

断
肉
週
前

土
日

＊L224

k190
H
V
I

L11．5－13

k15．11－32

○
○

686（＊666）－696（＊676）

U96（＊676）－71a（＊69a）

＊40

118

P19

断
肉
週

土
日

L？？？

lt273 ②
V

L21．8－9，25－27，

R3－36

lt25．31－46

○
○

71a（＊69a）－72a（＊70a）

V2a（＊70a）－736（＊716）

＊41

魔S2

120

P21

断
酪
週

土
日

Mt42

lt44 V
V

Mt　6．1－13

lt6．14－21

○
○

736（＊716）－746（＊726）

V46（＊726）－756（＊736） ＊43

122

P23

大
斎
第
1

土
日

＊Mt

i12

1／

Pノ

Mc2．23－28；3．1－5

i1．43－51

○
○

756（＊736）－76a（＊74a）

V6a（＊74a）－77a（＊75a）

＊44

魔S5

124

P25

同
第
2

土
日

Mc

lc　20

1／

Pノ

Mc　1．35－44

lc　2．1－12

○
○

77a（＊75a）－776（＊756）

V76（＊756）－786（＊766） ＊46

126

P27

同
第
3

土
日

Mc？？

lc85．．一．一．．

1／

g

Mc7．31－37

lc8．34－38；9．1

○
○

786（＊766）－79a（＊77a）

V9a（＊77a）－796（＊776）

＊47

|．
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．一．一一．ゴ 「

128 同 土 Mc　82 1ノ
Mc8．27－31 ○ 796（・776）－80a（・78a） ＊48

129

@　’

第
4

日 Mcgl 1ノ
Mc9．17－31 ○ 80a（・78a）－816（・796）

130 同 土

　　　　　　　暫

魔lc　25 1ノ Mc　2．14－17 ○ 816（・796）－82a（・80a） ＊49

131 第
5

日 Mcl12 1！ Mc　10．32－45 ○ 82a（・80a）－83a（・81a）

132 土 ＊Mc　94 1， Jll．1－38，40－45 ○ 83a（・81a）－856（・836） ＊50

同
．一．一

133 第
6

日 ＊Mc　206 1ノ Mt21．1－ll，15－17 ○ 856（・836）－87a（・85a） ＊51

134 枝の日 ＊Mc の Jl2．－18 ○ 87a（・85a）－88a（・86a） ＊52

135 月 ＊Mt203
1ノ Mt　24．3－35 ○ 88a（・86a）－906（・886） ＊53

136 火 ・J260 H Mt　24．36－51；

Q5．1－30．31
○ 906（・886）－936（・916） ＊54

137 水 ＊Mt　274 1ノ Mt26．6，16 ○ 936（・916）－94a（・92a） ＊55

138 木晩 Mt　274 豆a Mt26．2－20；Jl33一 ○ 94a（・92a）－1006（・986） ＊56

17；Mt26．21－39；

L22．43－45；Mt26．

聖 ノ！

40－75；27ユー2

139 足洗式 ・Jll2 ② J13ユー3；13．10 ○ 1006（・986）－101a（・99a） ＊57

140 〃
第
2

・Jl30 1！ J13．12，17 ○ 101a（・99a） ＊58

洗足式

141 金早

�
＊Jl？？ H J13．31－38；14ユー

R1；15．1－27；16．1一
○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

P01a（・99a）－111a（・109a） ＊59

1 33；17．1－26；18．1

142
週 同2 J156 1ノ J18ユー28 ○ 111a（・109a）－113a（・111a）

143 同3 ＊Mt　1？？ 1ノ Mt26．57－75 ○ 113a（・llla）－1146（・1126） ＊60

144 同4 J176 1ノ J18．28－40；19．1－16 ○ 1146（＊1126）－ll7a（＊115a）

145 同5 Mt 1， Mt　27．3－32 ○ ll7a（＊115a）－1196（＊1176＞

146 同6 ＊Mc　18 1ノ Mc　15．16－32 ○ 1196（＊1176）－1206（＊1186） ＊61

147 同7 Mt332 1ノ Mt27．33－54 ○ 1206（・ll86）－122a（・120a）

148 同8 ＊Ll7 1ノ L23．32－41 ○ 122a（・120a）－1226（・1206） ＊62

149 間 同9 × ＊63

150 同10 ×

151 同11 ×

152 同12 ×

153 土
　　　　　　　F

lt ② Mt27．62 ○ 123a（・121a） ＊64

154 〃典 ＊Mt？？？ ② Mt28．1－20 ○ 123a（・121a）－124a（・122a） ＊65
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［備考］

＊1

＊2

O
J
4

＊
＊

＊5

＊6

＊7

＊8

＊9

＊10

＊11

＊12

＊13

＊14

＊15

＊16

＊17

＊18

＊19

＊20

＊21

＊22

＊23

＊24

＊25

1aテクストなし。16上部Zのための空間，ただしZなし。

Zでのペリコペーの指示（Am　No）はJのみ。　Noなし。以下数字なしにて福音書略号

のみを示すものは同様，いちいち注しない。

Am　No〈∫〉はくL＞の誤り。

zはくNc（n）・cTFo　AHJIAΦoMbl・cyA（P）・盃1ω・〉　［聖使徒トマスの日曜。ヨ

ハネによる福音。］〔9）とあり。

Zに曜日指定なく，Am　NoもJのみ。〈J＞は〈Mc＞の誤り。又，266のMc　16．1直前

にくB［bCKP（C）・B・〉［第2日曜］とあり。すなわちパスハ後第2日曜。

底本注によれば246と25aの間に40葉の欠落あり。1－24のロシア13　c末制作部分末

に付されていたものと推定される。通し番号16－40に相当。

25aよりOCSのカノンに含まれるSav（11c，東ブルガリア）が始まる。

Zなし。

Am　No〈＊J193＞は〈J　153＞の誤り。

Am　No〈＊J125＞は〈J　132＞の誤り。

ペリコペーは略記述。

同上。

同上。Incは1ノの後にくBbZBellC　iE　oqM　NA　OYqCNM｝CT51　CBOA　H　PCqC・〉　［イ

エスは両目をおのれの弟子達に向けた，そして言った。］が付加されている。おそらく

この聖句の章の初め（J17．1）に含まれる〈tBlb3BC且e　MCOq珂CBOM　NA　NBO　H

pcqc．〉（Marによる。　Savなし）［そしてイエスはおのれの両目を天に向けた，そして

言った。］をふ．まえて，付加したものであろう。

葉のNoはIIIenKHH刊本のそれと著しく違うので要注意。すなわちIUenKHH刊本で1406，

141a，1416，28aである。

Z前半＜NS（皿）・H・neNTHKOCTKNA＞［ペンテコステの第8日曜］とある。　Am
No〈＊J　80＞は〈J　81＞の誤り。

Am　No〈・M　183＞はくMt　181＞の誤り。

Am　No〈＊J　39＞は〈Mt　39＞の誤り。

Z中間にくHAMA（T）BCSX［E・CTHXL・〉　［全聖人の記念日］とある。　Am　No

〈・Mt　83＞は〈Mt　93＞の誤り。グラゴル文字〈H＞（＝90）をキリル文字〈n＞（＝80）

と誤認したか。

Z中に曜日の指定なし。

Am　No〈・J　47＞は〈Mt　47＞の誤り。

Mt　9．7欠。　OCSのカノンZog，　Mar，　AssにあってもMt　9．7は欠けている。ただしロ

シアのOstr（676）〈H　BLCTABb。mnC　Bb八〇Mb　CBOI4＞，　Arch（32　v）〈M　HπM

B［E，肛OMb　CBOK．〉，　Mst（416）〈M　B［E，CTAB［b　M皿C　BIb且0皿b　CBO皿．〉さらにセル

ビアのNik（14）〈H　BbCTABb　H丑C　Bb皿OMb　CBOM．〉とそれぞれ存する。　Cf．καど

εγερθε～gd瑚λθεレεlgτδレ0翫0レαδτ0∂．“°）［すると彼は立ち上がって自分の家へ帰って行っ

た。］ブルガリアのVat　Pal，　Dob，　Vrac，　Banも欠文。

Am　No〈・Mt　223＞はくMt　160＞の誤り。底本注によれば，〈Mt　223＞はペンテコステ

後第13土曜のペリコペーにあたる。

Am　No〈・Mt　218＞は〈Mt　148＞の誤り。底本注によれば，〈Mt　218＞はペンテコステ

後第13日曜のペリコペーにあたるとするが，正しくはくMt　219＞。

Am　No〈・227＞は〈Mt　177＞の誤り。底本注によれば，〈Mt　227＞はペンテコステ後

第14土曜のペリコペーにあたるとするが，本書Savでは欠葉にて欠文。

Am　No〈・Mt　221＞は〈Mt　l74＞の誤り。底本注によれば，〈Mt　221＞はペンテコステ

後第14日曜のペリコペーにあたるとするが，本書では欠葉にて欠文。
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＊26Am　No＜・Mt　242＞は〈Mt　l89＞の誤り。底本注によれば，〈Mt　242＞はペンテコステ

　　　後第15土曜のペリコペーにあたる。ただし本書ではMt　24．1－9欠。

＊27Am　No〈・Mt　244＞はくMt　188＞の誤り。底本注によれば〈Mt　244＞は〈Mt　224＞の

　　　誤りであり，これはペンテコステ後第15日曜のペリコペーにあたるとする。ただし当

　　　該日曜は後述の如く＜Mt＞と記すのみでNoなし。

＊28Am　No〈・Mt　259＞は〈Mt　205＞の誤り。底本注によれば〈Mt　259＞はペンテコステ

　　　後第16土曜のペリコペーにあたるとするが，後述の如く当該土曜は〈Mt＞と記すのみ

　　　でNoなし。

＊29Am　No＜・Mt　200＞は〈Mt　193＞の誤り。底本注によればくMt　200＞は＜Mt　269＞の

　　　誤りで，かつペンテコステ後第16日曜のペリコペーにあたるとするが，本書では欠葉

　　　中にあって欠文。

＊30Am　No〈・Mt　268＞はくMt　223＞の誤り。底本注によれば〈Mt　268＞はペンテコステ

　　　後第17土曜のペリコペーにあたるとするが，本書では欠葉して欠文。

＊31Am　No＜・Mt　l57＞は〈Mt　219＞の誤り。底本注によると，〈Mt　257＞はペンテコステ

　　　後第17日曜のペリコペーにあたるとするが，本書では欠葉にして欠文。

＊32底本注によれば49aの前に2葉欠葉。

＊33Z〈Cifi（B）S＞のくS＞（；6）は〈SI＞　（＝16）の誤り。本書Savは，このペンテコス

　　　テ後第16日曜で第2サイクルの記載を終えたと考える㈹。その判断理由は次注を見よ。

　　　ペンテコステ後第16土・日曜で終わることは，注記38で述べることと同じく，Sav

　　　のsynaxarionの一大特徴である。

＊34底本注によれば，50aの前に1葉欠葉。底本序文後にしるす文献学的記述中の折丁図

　　　（p，20）が正しいとみて，落丁1葉とすると，現存496および50aの現状から推量して，

　　　この1葉は1000字程の容量をもつとみられる。496はMt　24．37の中間まで記載されて

　　　いるから，当該ペリコペーが通常通りであれば，その末のMt　29．44まで360字程ある。

　　翻って，50aはL5．18冒頭から存するが，するとその前には新年第2土曜のペリコペー

　　　の初めL5，17があることになり，その字数は60余。さらにその前には新年第1土曜と

　　　同日曜の2つのペリコペーがあったはずで（前者はL4．31－36，後者はL　5．1－11），これ

　　　ら全文を記載すると計1260余。総計は1680余字となり，上記落丁1葉分の容量を越え

　　　てしまう。よって第1に，第2サイクルのペンテコステ後第17土・日曜はSavには設

　　定されていなかったと判断される㈲。第2に，この落丁が1葉であるとすれば，容量の

　　点から，ペリコペーの記載の仕方になんらかの工夫があったのではないか（例えば省略

　　記載法など），等が考えられる。

＊35底本注によれば，50　6と51aの間に3葉（？）欠葉か。

＊36Am　No＜・L　210＞は〈L　190＞の誤り。

＊37AmNo〈・L224＞は〈Ll98＞の誤り。底本注によれば，〈L224＞は新年第15土曜の

　　ペリコペーにあたるとするが，当該ペリコペーL18．2－8はAm　No＜214＞であろう。

＊38Am　No＜L　246＞につき，底本注は新年第17土曜のペリコペーにあたるとするが，こ

　　れはIrpaTKHti　allpaKoc（short　aprakos）でもAss，　Ostr，　Archなどのタイプを基準とし

　　た言い方であることに注意せよ。（実のところ，今迄あるいは，以下での底本注におけ

　　　る同様の言及は，この基準による）。本書Savの場合，67　6（・656）から68　a（・66　a），

　　L21．1－4のペリコペーが，さらに68　a（・66　a）から686（・666）の4．13初めまでMt

　　15．21－28の新年第16日曜のペリコペーが記載され，次に同4．13に間断なく断肉週前の

　　土曜のZが記されているわけで，Savは元来新年第16日曜で終わっていたと考えねば

　　ならない。すなわち上述のAss，　Ostr，　Archとは別タイプであり，これが注記33で述

　　べたこととともに，Savのsynaxarionの一大特徴であるといえる。

＊39Am　No〈・L　15？〉は第3の数字が不読。正しくは〈Mt　157＞。なお底本注によれば，

　　　このペリコペーは新年第17日曜にあたるとする。前注参照。
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＊40AmNo〈・L224＞はくL124＞の誤り。底本注〈CKJII＞を〈225＞，〈PKA＞を＜125＞

　　　と読んでいるが誤り。

＊41Am　No〈L＞のNo不読。正しくは〈L　249＞。

＊4272a（・70a）e．18〈K＞の前に聖句番号〈33＞を入れるべき。

＊43　z中に〈aAMA（T）BABH－N8　JlcBy　・〉［バビュラスとレオの記念日］とあり，その

　　　後にAlleluiaの指示が記されている。

＊44Am　No＜・Mt＞は＜Mc＞の誤り，　Noなし。　Z中に〈HAMA（T）eCO且PA・〉［テオ

　　　ドロスの記念日］とあり。

＊45Z中に〈HAMA（T）HPP（K）MA・MOCHI　M　APON8・〉［モーゼとアーロンの両預言

　　　者の記念日］とあり，その後Alleluiaの指示あり。

＊46Z中にAlleluiaの指示あり。

＊47Am　NoのNoは不読。正しくは〈Mc　74＞。底本注によれば大斎第4土曜のペリコペー

　　　にあたるとする。ただし本書では該所くMc　82＞。

＊48底本注によれば大斎第5土曜のペリコペーにあたるとする。ただし本書では該所〈・Mc

　　　25＞とあるが，これも〈Mc　21＞の誤り。

＊49Am　No〈・Mc　25＞はくMc　21＞の誤り。底本注によれば大斎第3土曜のペリコペーに

　　　あたるとする。ただし本書では注記47に述べた如く＜Mc　74＞。

＊50　Am　No＜・Mc　94＞は〈J　94＞の誤り。　Z中にAlleluiaの指示あり。

＊51Z冒頭〈…OC5＞とあり。　Am　No〈・Mc　206＞は〈Mt　206＞の誤り。

＊52Am　No〈・Mr＞は〈」〉の誤り。　Z中にAlleluiaの指示あり。

＊53Am　No〈・Mt　203＞はくMt　243＞の誤り。

＊54Am　No〈・J　260＞は〈Mt　260＞の誤り。

＊55Am　No＜・M・274＞は〈Mt　276＞の誤り。ペリコペーは途中省略の示し方。

＊56Z中，曜日指定に続き〈Beqc…〉に始まる1文あり。晩餐ミサの指示か。なお底本
　　　94ae．6の欄外〈MCO　26．1－20＞は〈MCO　26．2－20＞が正しい。すなわち，　Inc　H　aを，　Mt

　　　26．1末〈Pcqc　oyqcNtaKoMb　cBovaM　b．〉と同一視しない。

＊57　Am　No〈・J　112＞は底本ではくBI　P＞となっているが，通常くP　BI＞と表記すべき。そ

　　　うであれば，〈J112＞で正しい。

＊58AmNo〈・Jl30＞は〈Jll5＞の誤り、ペリコペーは途中省略の示し方。

＊59　Am　No〈・J　1？？〉のNo部分，原文では〈P…〉とある。正しくはくJ　125＞。

＊60Am　No〈＊Mt　1？？〉のNo部分，〈P…〉とあるが，正しくは〈Mt　306＞。

＊6ユAm　No〈＊Mc　18＞は〈Mc　207＞の誤り。

＊62Am　No〈・L　17＞は〈L　317＞の誤りQ

＊63底本注によれば1226（・1206）と123a（・121a）の間に8（？）葉の欠。

＊64ペリコペーの指示のみで，指定の曜日は落丁した前葉末にあったか。

＊65Am　No〈・Mt？？？〉のNo部分，原文ではく……〉。なおこのペリコペーは124　a（・122

　　a）末で終了。ここがsynaxarionの終わりでもある。1246冒頭からmenologiQnが始

　　　まるQ

5．以上から浮び上ってくる1999年刊校訂本によるSavのsynaxarion

の特徴は次の通りである。

1）第2サイクルはペンテコステ後第16週迄，第3サイクルは新年第16

週迄のみが設定されている。
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　2）Incは1の型のうち1ノが多数を占める。（すなわち1と同じとみてよ

　　く，ONOをBPBMAの前に置くタイプで，　IaすなわちONOを後置す

　　るタイプを主とするOstrと異なる）。

　3）Am　Noに誤りが多い。また福音書別のみを示す場合も多い。　Noに

　　ついては，Vat　Palのようにグラゴル文字とキリル文字によって表わさ

　　れる数値の錯誤に由来する誤記は少なく，むしろ別の原因があろうか。

　4）底本注のうち〈～は～のペリコペーにあたる〉という言及の真意が何

　　であるか，研究篇を侯つべきであるが，無用の混乱を与えかねないので

　　はないか。

　これらのうち，1）が最大の特徴点である。4）は1）に密接に関係し，Sav

それ自体の特徴とはいえないが，あえてここに掲出した。

　一方，別の視点すなわち，KpaTK曲anpaKocという基準では，次のような

ことが言えよう。第一に，Vat　Pal・一この写本は欠葉が多いが一と比較

してみるとこうである。

　5）Vat　Palは，第2サイクルはペンテコステ後第17週迄，第3サイク

　　ルは新年第17，第18週迄設定する。（ただし断肉週の前の土・日曜の

　　設定なし）。しかも，後者第18日曜はSavの断肉週の前の日曜のペリ

　　コペーと一致する。

　6）Vat　Palは，新年第14日曜，同第15土曜のペリコペーがSavと一

　　致しない。（同第15日曜以下第17土曜迄，Vat　Palでは欠落）。

　7）Vat　Palは，大斎第5土曜に2種のペリコペーを有するのに対し，

　　Savはその第1のペリコペー（Mc　2．14－17）のみを載せる。

　第二に，Archと比較してみると次のようである。

8）Arch全体のsynaxarionの構成はSavによく似ている。しかしながら

　　同異点が存し，イ）第2サイクルはペンテコステ後第17週迄（12），ロ）第

　　3サイクルは新年第17週迄を設定する。さらにハ）その次に，断肉週

　　の前の土・日曜を置く。ハ）はSavに同，イ）・ロ）はSavに異なる。
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　9）Archは，新年第14日曜から第16日曜迄，　Savとペリコペーが異な

　　る。

Savのsynaxarion第一の特徴であった上記1）に，5）・6）・8）・9）は関連

がある。すなわち第2サイクル，第3サイクルのそれぞれの末に日課指定日

を増やす必要があったか否か，そしてその必要がある場合に，synaxarion

の大きな約束事の枠内でどのように破綻なくペリコペーを調整し配分するか，

かかる工夫を反映するものと解される。（上記4）はこれらと関連があろう）。

このことは，第3サイクルの場合，現象的には新年第14以下でそのく軋み〉

ともいうべき写本間での差違が出てきているのであろう。

　1くpaTKvati　anpaKocと分類される写本中にあって，かかる事柄がいつ，どこ

で，どのように発生していったかは，アプラコス研究の一大関心事である。

時間的にほぼ同時に発生したものか，あるいは前後して発生したものか，し

かしここには東方正教会のアプラコスの実態と，さらにブルガリアついでロ

シアにおけるアプラコス制作の特徴性という問題も加わり，ことを複雑化し

ていると考えられる。今は事実を上げるのみである。

　なお，聖木曜・聖金曜についても細かな異同があるが，ミサとの関連上か

ら，ここでは割愛する。聖土曜の晩のミサにおけるペリコペーは，Sav・

Vat　Pal・Archで一致している。

おわりに

　Savのsynaxarionにつき，1999年刊新校訂本によってその構成をみて

きた。OCSのカノンとしてのSavの特徴点は上記の如きである。東ブルガ

リアで11cに制作されたとされるSavは，ロシア標準語史にとっても重要

な資料である。今後コーデクスNg14の後半をなすmenologionについても

検討を進め，さらにSavのテクスト全体の研究につなげてゆきたい。
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（1）

（2）

（3）

（4）

注

参考文献A4。

）KyKOBCKafi（参考文献C5，6）を見よ。

参考文献B1。

Metzger（参考文献C7，8），　K．　Aland－B．　Aland（参考文献C9），　CmBapb

　　（参考文献B3）等を参照せよ。

（5）　曜日の次に小文字で示した略号は次の通り：晩（祷），早（朝祷），受難（の

　　12福音），典（ML）。これらは原文に示された語による。

（6）Tischendorf（参考文献A14）による。

（7）以下は標準化正書法によって列挙した。したがって原本では綴り・文字が異

　　なっている。なおローマ数字で示したIncの型は伝統的なものであるが，それ

　　らに付したダッシュおよび小文字アルファベット，＋αなどは筆者による。

（8）刊行本では10cと銘打つが，もう少し制作年代が下るとみる説もある。

　　Lunt，　Schaeken，千野論文（参考文献C2，3，11）を見よ。

（9）　引用にあたり上書きの文字は（）内に入れた。また末に付した和訳は筆者

　　による直訳である。

（10）Nestle－Aland　25版（参考文献Al5）による。

（ll）　服部文昭〈『オストロミール福音書』，「アルハンゲリスク福音書』，『ムスチ

　　スラフ福音書』一一古代ロシア文語萌芽期における位置づけ　〉（参考文献C

　　12）を見よ。

（12）上掲服部論文ではArchに第17週の設定があったとみるが，）KyKoBcKaHは

　　なかったという立場をとる。

参考文献
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